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目的 

家庭内で模擬就労体験をすることで、報酬を得ること

ができる状況を環境設定する。その中で、障がいのある

子どもがきょうだいを援助することで家族間の発言や行

動にどのような変化が見られるかを実践的に検討してい

く。本研究は、対象児が模擬就労体験としてバスの送迎

を行なうことで、障がい児が援助されるだけでなく、障

がい児が主体となり、バスの送迎の課題分析をもとに、

バス送迎の正反応率の変化とバス送迎期間の言語量の変

化をもとにきょうだい関係に効果があるのか検討する。

そして、バス送迎において対象児の社会的スキルアップ

に繋がり般化維持できるかどうかをみていく。もう一つ

の家庭内模擬就労体験として家庭生活内のお手伝いを行

い、きょうだいの中で障がい児が主体となる行動を介入

することにより、きょうだい間の相互関係に変化は観ら

れるのか検討する。  
 

方法 
本研究はきょうだいの発言行動の変化を観察記録して

いくことをベースに、2 つの操作をいれることから構成
された。２つの操作として、まず１つは（A）障がい児
がきょうだいをバスに乗せて駅まで送迎していく仕事が

実施され、もう１つは（B）家庭内の家事仕事を、お手
伝い仕事として実施された。 

 
結果 

地域の交通機関を使用して、障がい児が主体となる行

動を介入することにより、きょうだい間の関係に変化は

見られた。そして、家庭内でのお手伝い行動を障がい児

とともにきょうだいと行い、障がい児がきょうだいに援

助することできょうだいの間の発言・行動が増加した。 

障がい児ときょうだいの相互関係についても変化がみら

れた。当事者においてより多くの向社会的な行動が増大

することが示された。得られた報酬を、障がい者自身の

趣味や好きなもの使うことで、自ら地域へ出向くことに

なり、障がい児と地域の人との関わりの中で新たな相互

関係も生まれた。   
 

考察 
社会の中に積極的に参加することで障がい児が自ら生

活の質を向上でき、障がい児が家庭内の仕事で得られた

報酬での社会参加への般化ができた。家庭システムの中

に社会性スキルを高める行動を介入することで、家族シ

ステム内でのコミュニケーションの変化、家族システム

内の障がい児・親・きょうだいの行動、心理面に変化が

みられた。家族内でスタートした契約的社会関係が、さ

らに地域の人との相互関係を促進し、そこではさらに障

がい児自身が、社会的環境を援助者と上手く使いながら、

地域と共に社会的環境を整備していく作業に積極的に関

わる、すなわちキャリアアップに繋がっていく過程が示

された。報酬を得ることで、障がいは新たな社会行動を

生み出していき、このような家庭内の研究から始まった

「役割と報酬」を実現する支援から、当事者の将来の就

労をも見据えたキャリアアップの支援が展望できた。 
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